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7) 長沢純夫 :殺虫剤の生物試蚊に関する研兜 ･京都
I.p･4(1954)


































































実験方法 ;長沢 ･漆貯 )の記司式した実験法匿を用い
線香 0.5gを燃焼発煙せしめた.この発煙時より供試
昆山が畑rfBの被赫 こよって飛糊不能におらいり,手許下
仰L駈する偶作を対数Ll'ilW昌をもって観察吉L!以した.線番
試料の採取はこれを小片にくだき任芯にとり出す方は
.48
によった.
供試試料 :供試菜地線香は市販蚊取線香を割出する
方はによって製造された.その組成は木粉15,%,タブ
粉32,% 拍粉52%である.試料線香はこの苅地線苗に
allethrin0.3%,0.5%を混合 し,協力剤 S-121,
MGK-F2054をそれぞれ添加した.協力剤 S-421お
よび MGK-F2054はそれぞれ BadischeAnilin-&
Soda-FabrikAG.とMcLanghlinGormleyKing
Co.から捉供された研兜用試料である.
実験結果判定の方法
蚊取線香燃焼によってひきおこされるイエバエの溶
下仰転する累机百分率は,これを probitにmBLきかえ
た似合,これに対応;する時制の対数にたいして沿線の
関係をしめすことはすでに知られている叫).この芙畝
結氷にも適応されるとして,Blissの時lnl一致死率曲
線1次変換の計昇法で回帰方程式をもとめ,大沢 ･長
沢1)の打効JA-:R方法に従って S-421および MGK-F
2054の線番に対するt(U,)J効果を検討した. この突放
に於いて回付係数bにかんする x2-testの純米はほ
とんどがhLl.LH訳芸三の稚州内でひとしかったので,-柑
